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１　はじめに
　科学技術振興機構（JST）の報告によると，小学校理
科の授業において理科支援員が果たす役割の重要性に
ついて指摘されている１）。その理科支援員は通常，理科
の教員免許を持つ教員が担う。ところが近年の教員養
成系の大学において，理科専攻の学生が必ずしも教科
専門性に長けている者ばかりではなく，なかには高等
学校時代に文系にいた学生も多く，理学・工学系の学
生にくらべ教科専門性の弱さが指摘されている２）。こ
のことは，理科支援員に期待される効果が十分に得ら
れない恐れがある。
　このような学生に対しては，大学での一般的な教科
専門の履修と併せて，小・中学校の授業で実際に扱わ
れている題材を丁寧に掘り下げ，教員採用後に即活用
可能な知識・技能を身につける支援も必要と思われる。
　そこで本研究では，小・中学校の授業で実際に扱わ
れている観察・実験の予備実験に焦点をあて，学生の
主体的・協働的な活動３）を活用しながら，教育現場の
実状に則した観察・実験技能の強化と教科専門性を高
めることを目的とした。
　なお筆者は群馬大学と群馬県教育委員会との間で交
わされた教員派遣事業として，平成26年より本学に在
籍している。本事業の目的の一つとして，本学におけ
る教員養成の充実を図ることがあり，特に筆者が持つ
現職教員の経験と教員現場のニーズに則した支援の実
践事例の記録も意図した。
２　方　法
２．１　学習会について
　この学習会は，もともと平成26年に立ち上げた理科
免許を有しない学生で小学校の教員を希望する者を対
象とした学習会であり，理科専攻以外の学生に向けて
行われていた。ところが理科専攻の学生から同様の取
り組み，特に小学校理科の観察・実験を深く掘り下げ
て学習したいという声が複数上がり，翌年の平成27年
に理科専攻の学生だけを対象として立ち上げたのが始
まりである。理科専攻の４年生と院生を対象として，
１回あたり90分の学習会形式で実施した。取り上げる
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題材は，小学校および中学校ごとに物理・化学・生物・
地学から各分野２個ずつを選定し，全16回を１年かけ
て実施した。小学校理科は３年から６年の４年間の履
修計画となっており，一般的に理科を専門とする教員
は５，６年次を受け持つことが多い。そこで，本学習
会は５，６年次の理科で扱う内容を取り上げ，さらに
新学習指導要領で新たに追加された単元を採用した。
なお，先に述べた理科専攻以外の学生に向けた学習会
では３，４年次の理科で扱う単元を用いた。
　開催日については，学生の授業やゼミの負担になら
ないよう配慮して決定した。参加希望者が出てから調
整するが，基本的には夕方に開催されることが多い。
また予定日に都合がつかない学生には，可能な限り代
替日を設けて実施した。
２．２　学習会の実施方法について
　この学習会は学生による能動的な活動（いわゆる「ア
クティブラーニング」）を用いて進め，配付物や指示な
ども可能なだけ参加者の主体的な活動や協働的な活動
を行いやすいよう工夫をした。
１）配付物や準備品など
　配付物や準備品を以下に示す。
　①教科書
　②レジュメ
　③アンケートおよび感想
　④観察・実験に用いる器具や試料
　①の教科書は，実施回で取り扱う掲載部分をそのま
ま用いた。これは，学校現場で実施するのと同じ条件
や状態にすることで，現場で即活用できるように意図
している。
　②は学生の気づきを記載する箇所とその後の共有化
を記載する箇所で大部分を占めており，各々の気づき
を自由記述しやすいようにしている（図２）。
　③は②のレジュメ裏面（図３）に印刷され，実施回
の理科分野における履修内容の系統表（学習指導要領
の記載）を載せ，現場で授業をする際に苦手意識の強
い単元を上位３個まで順位付けさせた。それと同時に，
各理科の系統が学年間にどのように配置されているか
を意識できるようにした。
　④は一般の学校現場で配備されている器具や道具を
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図１　学習会の案内
図２　レジュメ（表面）
用意し，学校現場に則した状態を行うことですぐ活用
できるようにした。
２）実施テーマの選定について
　各実施回のテーマは平成20年の新学習指導要領で
新たに追加された単元を選んだ。これは本学習会の参
加学生が小学校・中学校時に経験してこなかった単元
であり，かつて教えてもらった経験が無いため学生も
不安を感じているところでもある。
　なお小学校理科からのテーマは５，６年次に履修す
る内容から選んだ。この学年は主に理科を専科とする
教員が担当する事が多いためである（表１）。
３）学習会の流れについて
　学習会の流れを以下に示す。
　①本時の概略説明　　　　（10分）
　②個人による活動　　　　（40分）
　③気づきの共有化　　　　（35分）
　④まとめ・アンケート記入（５分）
　①本時の概略説明では，指導者からの説明を極力少
なくし，本時で実施する実験・観察と安全面など必要
最小限にとどめた。これは参加者の主体性や先入観を
廃した気づきを第一に考えてのことである。
　②個人による活動の時間を多くとることで，参加者
による活動の自由度を高め，主体的な取り組みの支援
を意図した。また③気づきの共有化の時間も多く取り，
個人で気づかなかった気づきを参加者間で補完しあう
ことを目指した。また指導者はファシリテーターに徹
し，参加者の自発的活動を阻害しないように努めた。
２．３　効果の検証方法
　効果の検証のためレジュメの写しを回収し，以下の
内容について検証材料とした。
　①個人活動の際に記載した内容
　②気づきの共有化の際に記載した内容
　③本時での感想
　また，学習会での議論の様子も検証材料として用い
た。表２は本学習会の参加状況である。
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図３　レジュメ（裏面）
表１　実施テーマ一覧
図４　学習会の様子
３　結果および考察
　平成27年の全16回で行った学習会について，結果お
よび考察を行った。
　参加者が実習中に記載したレジュメの一例を図５に
示す。レジュメには実習中に参加者が気づいた事柄や
疑問などが箇条書きで記載されており，その個数を「気
づき数」と定義した。また，図中の赤で囲まれ線で結
ばれた箇所は，個人活動で得られた気づきと，その後
の共有化で他者の意見により自らの考えが変化した箇
所を表しており，これを「改変」と定義した。一方，
緑で囲まれ線で結ばれた箇所は，共有化により自らの
考えが補充や拡充された箇所を表しており，これを「深
化」と定義した。
　全16回の学習会で得られた回収物から気づきの個
数や傾向を調べ，個人活動による気づき数と全体共有
によるそれとの比を「気づき数（平均）」とし，改変や
深化が見られた気づきの個数の平均をそれぞれ「改変
数（平均）」と「深化数（平均）」として表３に記した。
　以下，これらについて詳しく述べる。
３．１　気づきの共有について
　個人活動による記載内容の個数と全体共有による個
数を比較すると平均で2.1倍の増加となった（表３）。こ
れは個人では気がつかなかった要点や疑問点を，全体
で共有することでさらに多様な気づきを見出している
様子がわかる。
３．２　気づきの改変について
　個人活動で記載された内容が，続く共有化で他者の
意見により考えが変化したことをここでは「改変」と
した。
　具体事例：〈洗浄びんを用い，水が大地を削る様子を
見る実験において〉
・個人活動の気づき「洗浄びんは押すのが疲れるため
容器をビーカーにすれば楽に水を流せる」
・全体共有「ビーカーを用いると流す水の量を一定に
しづらい。その点，洗浄びんは，押す力を一定にし
やすいという利点がある」
　洗浄びんは押しつぶすことで水を流すが，ある程度
力が必要であり児童にはやりづらいと当初考えた。し
かし，全体共有で話合う内に，ビーカーを傾けて水を
流す方が労力は少ないが，水量を一定にするのは難し
いとの結論に至った。このように，共有化により他者
の意見を聞くことで，個人のみの視点からより他面的
な知見を得ることにつながっている。
　回により軽重はあるが，この改変の個数は平均2.8個
ほど見られる（表３）。気づきの記述数に比べて少ない
印象を受けるが，自らの考えを変えることは中々難し
い。にもかかわらず改変を受け入れる事ができるのも，
共有化の際の議論によるところが大きいと考えられる。
３．３　気づきの深化について
　先の改変に対し，個人活動の記載された内容が，共
有化により自らの考えをさらに補充や拡充されことを
ここでは「深化」とした。
　具体事例：〈洗浄びんを用い，水が大地を削る様子を
見る実験において〉
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図５　回収したレジュメの一例
表３　記載内容の傾向
気づき数
（平均）
改変数
（平均）
深化数
（平均）
2.1倍 2.8個 4.2個
表２　学習会の参加状況
実施回
数
参加人数
（のべ数）
平均参加
人数
最大参加
人数
最小参加
人数
16 73 4.6 8 2
・個人活動の気づき「（土に水を流すとき）土にあらか
じめライン（水の通り道となる溝）をつくるのはど
うか」
・全体共有「ラインを引くことで，班ごとに同じ水の
通り道がつくられ比較することが可能になる」
　ラインを引かないで水を流すと，班ごとに様々な水
の通り道が作られ班ごとに比較しにくくなるが，ライ
ンを引くという条件をそろえることで，比較検討が容
易になる。他にもラインを引くことで意図的に溝の直
線部分とカーブ部分が作られ，水流によりどのような
変化が起きるかを意識して観察することができる。こ
の様に個人活動で出た疑問や気づきが，共有化するこ
とで解決されたりさらに思考が深まったりすることに
つながっている。
　改変と同様，回により軽重はあるが，この深化の個
数は平均4.2個ほど見られ（表３），改変にくらべ数が多
い。これは，個人活動の際に疑問や不明な記述が多い
ためであり，共有の際の学びあいによりそれらの疑問
が解消される例が多い。
３．４　感想より
　参加者からの感想（抜粋）を表４に示す。
　感想からは，予備実験の大切さは理解しているが，
本学習会形式のような協働的な学びの掘り下げを意識
しすることの重要性に気づいた記述が多い。さらに，
教科書を丁寧に読み解くことの重要性にも触れている
記述も見られる。
４　まとめ
　個人活動で主体的に課題発見を行い，続く気づきの
共有化により，個人活動では気がつかなかった知見を
獲得し，さらに議論を深めていく協働的な活動が効果
（おの　とものぶ）
を上げている傾向を見て取れた。さらに，各回の題材
をあえて教科書どおりに体験することは，学生にとっ
て現場ですぐ役立つという動機付けにつながり，難易
度も適切なことから，多様な気づきとその深化をしや
すかったと考えられる。
　教員の多忙な日々において，予備実験は個人で慌た
だしくすることが多い。今回の学習会のように，多人
数による検討に主眼をおいた予備実験の機会は存外少
なく，これを教員養成期に実施することは意義深いこ
とを，本学習会は示唆している。
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表４　学習会の感想（抜粋）
・実習の時も予備実験をしたが，今回みたいに議論でき
なかった。今日みたいに深く話せる機会があるのは良
い。
・実際に（この分野を）自分で実験したのは初めてだっ
たので非常に勉強になった。
・教科書はよく考えられて作られているのがわかった。
・小学校の教科書は記述（量）が少ない分，無駄なく作
られていてすごいと感じた。
・実験道具を既製品に頼りすぎないことも大切。
・予備実験をすると教科書に記述されていないことが多
くあり，改めて予備実験の大切さを学んだ。
・小学校の教科書は数量をあまり提示していないため，
予備実験で教員が押さえておかないといけない。
・一人ではなく話し合うことで，自分の考えだけでは気
づかなかった点もあった。

